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リチウムイオン電池による発火事故が増えています。リチウムイオン電池は、大容量の電力を蓄えることが可能

で、繰り返し充電して使用できる電池です。

このリチウムイオン電池は、衝撃を加えると発火するという性質があります。そのため、これを内蔵した製品を

捨てるとき、正しい方法で廃棄しないと大きな事故につながる可能性があります。

リチウムイオン電池混入による火災が増えています！

リチウムイオン電池は、お住まいの市町のルールに従って捨てて下さい。

開場日カレンダー

リサイクル通信

リチウムイオン電池の種類 発火したリチウムイオン電池 機械内で発火

機械内で発火 機械内で爆発室内で発火


